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1.  平成23年6月期第1四半期の業績（平成22年7月1日～平成22年9月30日） 

（注）当社は、平成22年６月期第１四半期においては、四半期財務諸表を作成していないため、平成22年６月期第１四半期の記載及び対前年同四半期増
減率の記載をしておりません。 

(2) 財政状態 

  

(1) 経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

23年6月期第1四半期 1,246 ― 131 ― 130 ― 72 ―
22年6月期第1四半期 ― ― ― ― ― ― ― ―

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

23年6月期第1四半期 49.63 47.53
22年6月期第1四半期 ― ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

23年6月期第1四半期 2,256 1,558 69.1 1,067.54
22年6月期 2,283 1,486 65.1 1,018.02

（参考） 自己資本   23年6月期第1四半期  1,558百万円 22年6月期  1,486百万円

2.  配当の状況 

（注）当四半期における配当予想の修正有無  無  
平成23年６月期の１株当たりの配当金につきましては、現在未定です。 

年間配当金
第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

22年6月期 ― 0.00 ― 0.00 0.00
23年6月期 ―
23年6月期 

（予想）
― ― ― ―

3.  平成23年6月期の業績予想（平成22年7月1日～平成23年6月30日） 
（％表示は、通期は対前期、第２四半期(累計)は対前年同四半期増減率）

（注）当四半期における業績予想の修正有無  無   

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第2四半期 
(累計)

2,600 21.2 241 △30.3 240 △30.2 137 △34.8 93.92

通期 5,700 28.5 641 17.5 640 17.8 374 13.9 256.29



(1) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の適用  有  
（注）簡便な会計処理及び四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用の有無となります。 

(2) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更 

（注）「四半期財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載される四半期財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等
の変更の有無となります。 

(3) 発行済株式数（普通株式） 

4.  その他 （詳細は、【添付資料】４ページ「その他の情報」をご覧ください。）

① 会計基準等の改正に伴う変更 有
② ①以外の変更 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 23年6月期1Q 1,460,000株 22年6月期  1,460,000株
② 期末自己株式数 23年6月期1Q  62株 22年6月期  ―株
③ 期中平均株式数（四半期累計） 23年6月期1Q 1,460,000株 22年6月期1Q  ―株

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
 この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算短信の開示時点において、金融商品取引法に
基づく四半期財務諸表のレビュー手続は終了していません。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
 本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、
実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等について
は、四半期決算短信（添付資料）３ページ「業績予想に関する定性的情報」をご覧ください。 
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（１）経営成績に関する定性的情報 

 当第１四半期におけるわが国経済は、企業収益が改善し、個人消費は経済対策の効果もあり持ち直しているもの

の、景気はこのところ足踏み状態となっております。また、失業率が高水準にある等、依然として厳しい状況が続

いております。 

 モバイルビジネスを取り巻く環境につきましては、平成22年９月30日現在における携帯電話の累計契約数は約１

億1,540万件、うち第３世代携帯電話（注１）の契約数は約１億1,344万件となっており、全体の約98％を占めてお

ります（社団法人電気通信事業者協会調べ）。 

 このような環境の下、当社は、「恋人ゲーム」シリーズに経営資源を集中し、コンテンツの付加価値を高めると

同時に、収益源の多様化を図っております。 

 モバイルコンテンツ事業においては、キャリア公式サイト以外にソーシャルアプリ（注２）及びスマートフォン

（注３）向けコンテンツを投入しております。また、モバイルコマース事業、及びその他の事業においては、「恋

人ゲーム」シリーズを基にした商品の開発・販売を行っております。 

 以上の結果、当第１四半期累計期間における売上高は1,246,423千円、営業利益は131,066千円、経常利益は

130,739千円、四半期純利益は72,458千円となりました。 

 なお、平成22年６月期第１四半期累計期間においては、四半期財務諸表を作成していないため、前年同四半期の

比較増減につきましては、記載しておりません。 
  
（注）１．第３世代携帯電話：ITC（国際電気通信連合）によって定められた「IMT-2000」標準に準拠した通信シ

ステムによって、高速なデータ通信、テレビ電話等のマルチメディアを利用したサ

ービスの可能な携帯電話であります。 

２．ソーシャルアプリ：SNS（ソーシャルネットワーキングサービスの略で、インターネット上で社会的ネ

ットワークを構築するコミュニティ型の会員サービス）等をプラットフォームと

し、ユーザー同士の繋がりや交流関係を機能に活かしたWebアプリケーションで

す。 

３．スマートフォン ：コンピュータを内蔵し、音声通話以外に様々なデータ処理機能を持った携帯電話

で、アプリケーションを追加して、機能の強化やカスタマイズができるものです。
  
 事業別の概況は以下の通りであります。 
  
（モバイルコンテンツ事業） 

 モバイルコンテンツ事業におきましては、30才前後大人層の集客、及びソーシャルアプリやスマートフォン向け

コンテンツ等のプラットフォームの拡張を図ってまいりました。 

 当第１四半期累計期間の施策といたしましては、新規サイトとして、キャリアの公式サイトを２サイト、ソーシ

ャルアプリを２サイト、及びスマートフォン向けコンテンツの無料版を１サイト立ち上げるとともに、広告の積極

出稿を行いました。 

 この結果、当第１四半期累計期間末における、当社が運営するキャリアの公式サイト数は67サイト、ソーシャル

アプリは３サイト、スマートフォン向けサイトは１サイト、平成22年９月度の月額課金会員数は約111万人、当第

１四半期累計期間の売上高は1,178,403千円となりました。 

  

（モバイルコマース事業） 

 モバイルコマース事業におきましては、「恋人ゲーム」シリーズのキャラクター等を活用したコンテンツオリジ

ナルグッズの開発・販売に注力いたしました。 

 当第１四半期累計期間の施策といたしましては、コンテンツオリジナルグッズを42アイテム販売開始し、「恋人

ゲーム」シリーズの新規サイト内ショッピングコーナーの開設を２サイトにおいて実施いたしました。 

 この結果、当第１四半期累計期間の売上高は63,833千円となりました。 

  

（その他の事業） 

 その他の事業におきましては、パッケージ事業の収益が計上されております。 

 パッケージ事業の当第１四半期累計期間の施策といたしましては、ドラマCD１タイトルをリリースいたしまし

た。 

 この結果、当第１四半期累計期間の売上高は4,185千円となりました。 

  

 なお、モバイル広告事業は、当社の主たる事業であるモバイルコンテンツ事業との十分な事業シナジー効果を得

られなかったため、平成22年６月30日をもって、閉鎖いたしました。 

１．当四半期の業績等に関する定性的情報



 （２）財政状態に関する定性的情報 

①資産、負債及び純資産の状況 

 当第１四半期会計期間末の総資産は、前事業年度末と比較して 千円減少し、 千円となりまし

た。その主な要因は売掛金の増加 千円があったものの、現金及び預金の減少 千円があったことによ

るものであります。 

 負債は前事業年度末と比較して 千円減少し、 千円となりました。その主な要因は未払法人税等の

減少 千円があったことによるものであります。 

 純資産は前事業年度末と比較して 千円増加し、 千円となりました。その主な要因は利益剰余金

の増加 千円によるものであります。 

  

②キャッシュ・フローの状況 

 当第１四半期会計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、前事業年度末と比較して

千円減少し、 千円となりました。 

 当第１四半期累計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次の通りであります。 

（営業活動によるキャッシュ・フロー） 

 営業活動によるキャッシュ・フローは、税引前四半期純利益 千円、減価償却費 千円及びソフトウェ

ア償却費 千円の計上並びに資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 千円等があったものの、売上債権

の増加 千円、法人税等の支払 千円等による資金の支出があったことにより、 千円の資金を

支出する結果となりました。 

（投資活動によるキャッシュ・フロー） 

 投資活動によるキャッシュ・フローは、PCやサーバー等の有形固定資産の取得による支出 千円、モバイル

コンテンツ事業のコンテンツシステム開発等に伴う無形固定資産の取得による支出 千円により、 千円

の資金を支出する結果となりました。 

（財務活動によるキャッシュ・フロー） 

 財務活動によるキャッシュ・フローは、主に長期借入金の返済による支出 千円があったことにより、

千円の資金を支出する結果となりました。 

   

（３）業績予想に関する定性的情報 

 当社を取り巻くモバイルビジネス環境は、モバイルコンテンツ市場において、公式サイトの成長が鈍化するもの

の、ソーシャルアプリが引き続き成長し、携帯電話端末市場において、スマートフォン端末の普及が進む等、変化

が生じております。 

 このような環境変化の下、当社は、当面「恋人ゲーム」シリーズに経営資源を集中し、コンテンツの付加価値を

高めると同時に、収益源の多様化を図ることで、当社事業全体の収益向上を目指しております。 

 当事業年度における売上高につきましては、第1四半期累計期間において、公式サイトの売上高が堅調に推移

し、ソーシャルアプリの売上高は期初計画を大きく上回って推移しました。通期予想におきましても、ソーシャル

アプリの売上高は、引き続き順調に推移するものと見込まれます。 

 一方、費用につきましては、テレビCM等の広告の積極的な出稿、及びソーシャルアプリ用サーバー増設のシステ

ム関連費用等を見込んでおります。 

 以上により、当事業年度の業績予想は、平成22年10月20日に開示いたしました「業績予想の修正に関するお知ら

せ」でも公表しました通り、売上高・利益ともに上方修正を行い、売上高5,700百万円（前事業年度比28.5％

増）、営業利益641百万円（前事業年度比17.5％増）、経常利益640百万円（前事業年度比17.8％増）、当期純利益

374百万円（前事業年度比13.9％増）を見込んでおります。 

26,564 2,256,454

121,973 159,659

98,859 697,851
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72,295 1,558,603

72,458
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7,892

10,181 18,074

27,309

27,471



（１）簡便な会計処理及び特有の会計処理の概要 

固定資産の減価償却費の算定方法 

 定率法を採用している資産については、事業年度に係る減価償却費の額を期間按分して算定する方法によってお

ります。 

  

（２）会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の概要 

資産除去債務に関する会計基準等の適用 

 当第１四半期会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」（企業会計基準第18号 平成20年３月31日） 

及び「資産除去債務に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第21号 平成20年３月31日）を適用 

しております。 

 これにより、営業利益及び経常利益が700千円、税引前四半期純利益が6,655千円減少しております。 

      

（３）継続企業の前提に関する重要事象等の概要 

該当事項はありません。 

  

２．その他の情報



３．四半期財務諸表 
（１）四半期貸借対照表 

（単位：千円）

当第１四半期会計期間末 
(平成22年９月30日) 

前事業年度末に係る 
要約貸借対照表 

(平成22年６月30日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 736,539 896,198

売掛金 1,188,884 1,066,911

商品及び製品 18,664 12,976

前払費用 25,319 22,926

繰延税金資産 34,847 25,981

その他 363 201

貸倒引当金 △11,092 △10,636

流動資産合計 1,993,527 2,014,558

固定資産   

有形固定資産   

建物 31,368 31,368

減価償却累計額 △23,126 △21,717

建物（純額） 8,241 9,650

工具、器具及び備品 145,136 140,222

減価償却累計額 △109,123 △103,940

工具、器具及び備品（純額） 36,013 36,281

有形固定資産合計 44,255 45,932

無形固定資産   

ソフトウエア 55,630 52,965

無形固定資産合計 55,630 52,965

投資その他の資産   

繰延税金資産 17,900 17,764

敷金 145,141 151,797

投資その他の資産合計 163,041 169,561

固定資産合計 262,927 268,459

資産合計 2,256,454 2,283,018



（単位：千円）

当第１四半期会計期間末 
(平成22年９月30日) 

前事業年度末に係る 
要約貸借対照表 

(平成22年６月30日) 

負債の部   

流動負債   

買掛金 71,865 65,199

1年内返済予定の長期借入金 55,152 72,648

未払金 1,937 4,436

未払費用 410,354 386,014

未払法人税等 63,453 172,684

賞与引当金 35,087 －

その他 25,705 51,620

流動負債合計 663,556 752,602

固定負債   

長期借入金 34,295 44,108

固定負債合計 34,295 44,108

負債合計 697,851 796,710

純資産の部   

株主資本   

資本金 409,600 409,600

資本剰余金   

資本準備金 375,200 375,200

利益剰余金   

利益剰余金合計 773,966 701,507

自己株式 △162 －

株主資本合計 1,558,603 1,486,307

純資産合計 1,558,603 1,486,307

負債純資産合計 2,256,454 2,283,018



（２）四半期損益計算書 
（第１四半期累計期間） 

（単位：千円）

当第１四半期累計期間 
(自 平成22年７月１日 
 至 平成22年９月30日) 

売上高 1,246,423

売上原価 286,774

売上総利益 959,648

販売費及び一般管理費 828,582

営業利益 131,066

営業外収益  

受取利息 152

その他 12

営業外収益合計 164

営業外費用  

支払利息 491

営業外費用合計 491

経常利益 130,739

特別損失  

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 5,955

特別損失合計 5,955

税引前四半期純利益 124,783

法人税、住民税及び事業税 61,327

法人税等調整額 △9,002

法人税等合計 52,325

四半期純利益 72,458



（３）四半期キャッシュ・フロー計算書 

（単位：千円）

当第１四半期累計期間 
(自 平成22年７月１日 
 至 平成22年９月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー  

税引前四半期純利益 124,783

減価償却費 6,591

ソフトウエア償却費 7,996

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 5,955

賞与引当金の増減額（△は減少） 35,087

貸倒引当金の増減額（△は減少） 455

受取利息及び受取配当金 △152

支払利息 491

売上債権の増減額（△は増加） △121,973

たな卸資産の増減額（△は増加） △5,687

仕入債務の増減額（△は減少） 6,665

未払消費税等の増減額（△は減少） △13,872

未払費用の増減額（△は減少） 24,339

その他 △18,735

小計 51,945

利息及び配当金の受取額 152

利息の支払額 △491

法人税等の支払額 △165,720

営業活動によるキャッシュ・フロー △114,113

投資活動によるキャッシュ・フロー  

有形固定資産の取得による支出 △7,892

無形固定資産の取得による支出 △10,181

投資活動によるキャッシュ・フロー △18,074

財務活動によるキャッシュ・フロー  

長期借入金の返済による支出 △27,309

自己株式の取得による支出 △162

財務活動によるキャッシュ・フロー △27,471

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △159,659

現金及び現金同等物の期首残高 896,198

現金及び現金同等物の四半期末残高 736,539



 該当事項はありません。   

  

 該当事項はありません。  

  

  

（４）継続企業の前提に関する注記

（５）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記
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